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＜連絡事項＞

· 阿部　文香様～現在、東病棟入院中。28日退院予定でありお母様はデイケア利用を希望している　　　
との事。主治医に確認し許可が降りた際、見学予定となります。25日ケア会議あり、木村が出席予定。

・　種市　久子様～24日、退院。10/5、初外来となります。10/4、デイケア体験利用予定ですが本人　

　　　　　　　　　から連絡がない場合や通所からの電話連絡に不通の場合、三戸町役場サエキ保健師に連絡し、所在確認していただく事になります。（保護者の弟様自身は本人に関わりたくないと言う発言がありましたが、家族への連絡・介入も地域と協力し、積極的に進めていきましょう）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜外来情報＞

· 関　秀治様～現在青明舎の掃除を行なっている。（来週の予定はスタッフと話し合い決める予定）　　　

「いつも鼻がつまっている感じがする。」との訴えあり。主治医は口呼吸が多いと風邪をひきやすいからと説明している

· 大釜　久直様～早朝に眼がさめるが、再入眠できていると主治医に話されている。

· 関口　禅様～肩の痛みは大分良いとの事。表情のゆとりがあります。

＜事例検討＞

倉石　ヨシエ様　（７４）　統合失調症　　デイナイトケア利用中

　～これまでの経過～

同胞7名の４子。２０歳に結婚し一子をもうける。２２歳に離婚し以後、炊事婦として働く。

４５歳～５１歳間には水産加工場で勤務。５１歳の２月に「近所の人が神様の粉をかける為、耳が聞こえなくなる。」と発言。８月に当院受診し入院となる。その後、妄想的発言はあるが日常生活が左右される事はなくＨ１３年、9月、青風荘に入居。10月よりデイナイトケア通所となる。

～現状～

・　日中は、居眠り多くテーブルに伏し、空笑している事が多い。

· デイナイトケア利用当初は１年間、体育館に行かなかったが今は移動できている。

· 塗り絵、計算などのプログラムを気がむくと取り組まれている。

· 編み物など、興味のあるものには居眠りせず見学している。

· 庭など身近な場所の散策を好む。

· 降圧剤を服用中である。血圧は概ね安定している。

· 間食はしていないと言うが体重は67～68.5ｋｇと肥満であり腰痛を訴える。

· 適度に休憩を入れつつ、日課に参加している。

· ミーティング中は他者の会話を聞き笑顔を見せている。

　　　　　　　

～支援（治療）計画～

プログラムに出来るだけ参加を促し、高齢による能力低下を防止する。

　テーブルに付している時間を出来るだけ少なく出来るように声かけする。

→74歳と言う年齢を考慮すると、毎日、通所している点は大きく評価される。

～治療計画～

現状維持に努める。→指示的な口調でなく、受容的に接する。

　　　　　　　　　　腰痛など身体管理を念頭におき、歩行時は見守りに努める。体のバランス

も十分に見ていく必要がある。

　　　　　　　　　　適度な活動参加を促し、疲労させない。

　　　　　　　　　　自分の身の回りの事はできているが、見守りと直接介入（実施状況の確認）を勧める。

　　










